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高等学校 理科 

物 理 基 礎 

学 習 プ リ ン ト 

 

高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）準拠／大学入学共通テスト対応 

― 解 答 入 り 版 ― 

 

【 】の中が答えです。赤い下じきを当てると消えるので、 

買ってすぐ、そのまま暗記チェックに使えます。 

公式は Word の数式で組んであり、教科書と同じ形で読めます。 

計算問題は「例題」で解き方の手順ごと確認できます。 

「 発展 」のついた内容は、定期テストの標準をこえるやや高度な内容です。 
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◆この冊子の使い方 

・【 】の中が答えです。赤い下じきを当てると消えるので、くり返し確認できます。 

・「書きこみ用」は同じ内容が空らんになっています。答えを書きこんで練習しましょう。 

・公式は、式の全体または右辺が空らんになっています。「何を求める式か」を口に出してから

書きこむと定着します。 
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 第１章 物理量の測定と扱い方 

■ １ 物理量と単位 

・【物理量】…測定できる量。かならず【数値】と【単位】の組で表す。「3.0」だけでは意味を

もたず、「3.0 m」と書いてはじめて長さを表す。 

・【SI 基本単位】…国際単位系で基本と決められた 7 つの単位。物理基礎では次の 4 つを使う。 

 

・長さ…【メートル】（記号 m）／質量…【キログラム】（記号 kg）／時間…【秒】（記号 s）

／電流…【アンペア】（記号 A） 

・【組立単位】…基本単位を掛けたり割ったりして作る単位。速さの m/s、力の N = kg ·m/s2 な

どがこれにあたる。 

※物理では、まず単位を書いてから数値を入れる習慣をつけるとまちがいが減る。 

■ ２ 接頭語 

・大きな量・小さな量は【接頭語】をつけて表す。k（キロ）=【103】、M（メガ）=【106】、

G（ギガ）=【109】。 

・c（センチ）=【10−2】、m（ミリ）=【10−3】、𝜇（マイクロ）=【10−6】、n（ナノ）=

【10−9】。 

・1 km =【103】 m、1 cm =【10−2】 m、1 g =【10−3】 kg。計算の前にすべて【基本単位】に

そろえるのが原則。 

 ポイント  1 cm2 = (10−2 m)2 =【10−4】 m2。面積・体積では接頭語も【累乗】されることに注意。 

■ ３ 有効数字 

・【有効数字】…測定して意味のある数字の並び。0.0250 m の有効数字は【3】桁（先頭の 0 は

数えず、末尾の 0 は数える）。 
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 第３章 加速度と等加速度直線運動 

■ １ 加速度 

・【加速度】…単位時間あたりの【速度】の変化。大きさと向きをもつ【ベクトル】。単位は 

m/s
2。 

𝑎 =【
𝛥𝑣

𝛥𝑡
】 =

𝑣2 − 𝑣1
𝑡2 − 𝑡1

 

・𝑣–𝑡 グラフでは、加速度は【傾き】、変位はグラフと 𝑡 軸ではさまれた部分の【面積】で表され

る。 

 

・速度と加速度が【同じ】向きなら速さは増し、【逆】向きなら速さは減る。「加速度が負＝減

速」とはかぎらないことに注意する。 

 ポイント  負の向きに進みながら負の加速度をもつ物体は、速さが【増えて】いる。符号は向きを表

すだけで、速いか遅いかは【速度と加速度の向きの関係】で決まる。 

■ ２ 等加速度直線運動の 3 公式 

・加速度が一定の直線運動を【等加速度直線運動】という。初速度 𝑣0、加速度 𝑎、時刻 𝑡、変位 𝑥 

として次が成り立つ。 

𝑣 =【𝑣0 + 𝑎𝑡】 

𝑥 =【𝑣0𝑡 +
1

2
𝑎𝑡2】 

𝑣2 − 𝑣0
2 =【2𝑎𝑥】 

・第 1 式は 𝑣–𝑡 グラフの【直線の式】、第 2 式はその【面積】（台形の面積）、第 3 式は 2 つの

式から【時間】𝑡 を消去したもの。 
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